
内
閣
衆
質
一
五
〇
第
六
四
号

平
成
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

森

喜

朗

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
介
護
保
険
に
お
け
る
第
一
号
保
険
料
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。

平
成
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
受
領

答

弁

第

六

四

号



衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
介
護
保
険
に
お
け
る
第
一
号
保
険
料
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
の
（
一
）
に
つ
い
て

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
九
条
第
一
号
に
規
定
す
る
被
保
険
者
（
以
下
「
第
一
号
被
保
険
者
」

と
い
う
。
）
に
係
る
保
険
料
（
以
下
「
第
一
号
保
険
料
」
と
い
う
。
）
は
、
第
一
号
被
保
険
者
の
市
町
村
民
税
（
特
別
区
民

税
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
課
税
状
況
等
に
応
じ
て
定
額
で
五
段
階
又
は
六
段
階
に
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
第
一
号
保
険
料
を
課
税
状
況
等
に
応
じ
て
定
額
で
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
、
第
一
号
被
保
険
者
の

お
お
よ
そ
四
分
の
三
は
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
た
め
、
各
保
険
者
が
す
べ
て
の
第
一
号
被
保
険
者
の
収
入
を
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
に
所
得
に
対
す
る
定
率
保
険
料
と
す

る
こ
と
は
、
考
え
て
い
な
い
。

一
の
（
二
）
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
け
る
保
険
料
（
税
）
の
軽
減
制
度
は
、
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
（
税
）
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
被
保
険
者
の
所
得
の
合
算
額
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
当
該
世
帯
主
に
対

一



し
て
賦
課
す
る
保
険
料
（
税
）
の
う
ち
、
被
保
険
者
均
等
割
額
（
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
額
と
し
て
算
定
さ
れ
る
額
）
及

び
世
帯
別
平
等
割
額
（
一
世
帯
当
た
り
の
額
と
し
て
算
定
さ
れ
る
額
）
の
一
定
割
合
を
、
そ
の
所
得
の
合
算
額
の
多
寡
等
に

応
じ
て
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
第
一
号
保
険
料
に
つ
い
て
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
及
び
す
べ
て
の
世
帯
員

が
市
町
村
民
税
が
課
さ
れ
て
い
な
い
者
等
に
つ
い
て
は
基
準
額
（
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）

第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
四
分
の
一
を
標
準
と
し
て
保
険
者
が
定
め
る
割
合
に

相
当
す
る
額
を
、
生
活
保
護
の
被
保
護
者
等
に
つ
い
て
は
基
準
額
の
二
分
の
一
を
標
準
と
し
て
保
険
者
が
定
め
る
割
合
に
相

当
す
る
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
額
か
ら
減
額
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
制
度
と
は
仕
組
み
は
異
な
る
も
の

の
、
同
様
に
低
所
得
者
へ
の
配
慮
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
（
三
）
に
つ
い
て

第
一
号
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
各
保
険
者
ご
と
の
保
険
給
付
の
水
準
に
応
じ
た
保
険
料
の
負
担
を
求
め
る
観
点
か
ら
、
各

保
険
者
ご
と
に
、
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
介
護
給
付
の
対
象
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量

等
に
基
づ
い
て
算
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
保
険
給
付
の
水
準
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
一
の
保
険
料
負
担
と
す
る

二



こ
と
は
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
各
保
険
者
に
お
け
る
被
保
険
者
全
体
に
占
め
る
第
一
号
被
保
険
者
の
割
合
に
つ
い
て
は
介
護
給
付
費
交
付
金
の
交

付
に
よ
り
、
第
一
号
被
保
険
者
の
年
齢
階
級
別
の
分
布
状
況
、
第
一
号
被
保
険
者
の
所
得
の
分
布
状
況
等
に
つ
い
て
は
調
整

交
付
金
の
交
付
に
よ
り
、
各
保
険
者
間
の
財
政
の
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

本
年
四
月
の
介
護
保
険
制
度
の
施
行
か
ら
半
年
間
は
、
国
民
が
新
し
い
制
度
の
下
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
新
し
い
利
用
方
法

に
慣
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
期
間
と
位
置
付
け
、
第
一
号

被
保
険
者
か
ら
保
険
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
同
年
十
月
か
ら
の
一
年
間
に
つ
い
て
は
、
第
一
号
被

保
険
者
が
新
た
な
負
担
に
慣
れ
る
ま
で
の
期
間
と
位
置
付
け
、
そ
の
保
険
料
を
経
過
的
に
半
額
に
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
政
府
と
し
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
措
置
を
通
じ
て
、
国
民
の
間
に
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
が
浸
透
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
十
三
年
十

月
か
ら
の
第
一
号
保
険
料
の
本
来
の
額
で
の
徴
収
は
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て

も
、
引
き
続
き
、
第
一
号
保
険
料
の
趣
旨
に
つ
い
て
一
層
の
御
理
解
を
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

三



三
に
つ
い
て

一
定
の
前
提
を
置
い
た
粗
い
試
算
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
給
付

実
績
を
基
に
推
計
し
た
平
成
十
二
年
度
に
お
け
る
六
十
五
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
に
係
る
公
的
年
金
総
額
は
約
二
十
八

兆
円
、
同
年
度
に
お
け
る
介
護
保
険
の
給
付
に
係
る
全
保
険
者
の
第
一
号
保
険
料
の
総
額
を
推
計
し
た
額
は
約
七
千
五
百
億

円
で
あ
る
。

第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
年
金
以
外
の
収
入
や
、
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
等
と
い
っ
た
年
金
制
度
の
種
類
を
考
慮
せ
ず
、

年
金
額
の
み
に
着
目
し
て
同
一
の
保
険
料
率
を
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
公
平
を
欠
く
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
第
一
号
保
険
料
の
総
額
の
推
計
額
を
六
十
五
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
に
係
る
公
的
年
金
総
額
の
推
計
額
で
除
し

て
得
た
率
は
、
約
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
四
月
一
日
現
在
に
お
け
る
各
保
険
者
の
第
一
号
保
険
料
の
基
準
額
に
つ
い
て
、
全
国
で
高
い
順
に
十
保
険
者

と
そ
の
基
準
額
を
示
せ
ば
別
表
第
一
の
と
お
り
で
あ
り
、
低
い
順
に
十
保
険
者
と
そ
の
基
準
額
を
示
せ
ば
別
表
第
二
の
と
お

り
で
あ
る
。

四



五



六


